
国際学術交流

1. 国際学術交流の現状

当研究所が年次的におこなっている務外国との国際共

同研究には、特別研究として次の 2件がある。

1) 1将アジア仏教追跡の保存整備に|刻する基礎的調査

研究

2 )アジアにおける古代都減追跡の研究と 保存に!到す

る研究協力

また、文化庁が実純する「アンコ ーノレ文化遺産保護共

同研究」も当研究所で協力しており、文部省科学研究官

補助金として次の 2件在国際共同研究として実施した。

1) rl'匝|古墳壁画の総合的調査と保存法の開発研究

2 )陶磁器文化の交流に|射する科学的研究

当研究所が外国の諸機|見J.研究者とおこなう交流も近

年多岐におよび、ほ とんど全世界的なも のとなってきた。

1996年度をみてもそれらの研究推進のため、当研究所が

招鴨した研究者および先方の研究目的での来訪者は計21

ヶ国、延べ73人、当研究所から外国への L~，~.長者は 16ヶ匡| 、

延べ71人にのlよっている。米訪者は奈文研の特別研究、

科学研究費国際学術研究、匝|際交流基金、円本学術振興

会、 ユオ、スコ、日本国際協力センターの叩き によるも の

のほか、先方からの訪問者・である。

自治体職員協力支流事業特別研修地方公共団体、自治

省および腕自治体国際化協会がおこなう「自治体職員協

力交琉卒業」にもとづき、海外から、文化財保護関係機

関 ・博物館 ・美術館等に勤務する職員を受け入れて、 研

修事業主?笑胞するにあたり、文化庁および.諸機|射がWJ))

するという趣宵のものである。当研究所も 1996年度から

受け入れの依頼があり、奈良 ・広J向 ・111口の谷県が受け

入れた中国人研究者 3名が、 9月2円から 6FIまで特別

研修を受けた。わが国における文化財行政の現状、保存

科学、逃跡探査等について研修したほか、平1成宮跡、飛

鳥藤原宮跡、飛鳥資料館等の見学をした。

倒)日本国隈協力センターか実施する「樽物館技術コース」

への協力 財団法人円本I:lil際協力センターがIlf.J発途上凶

を対象に、毎年実施している標記の研修の一部ぞ引き受

けて、 12片 2円より 12月6刊までの 1週11日当研究所て災

施した。内等は、何本の各種文化財の保存の現状や追跡

発郷、保存修復 ・整備、建造物見学などであった。参加

者はブータン、ポリビア、ガーナ、インドオ、シア、 モノレ

ジ、ブ、ノfプアニューギニア、シンガポーノレ、ザ‘ン ビア、

ケニア、ベ トナ ムからの各 1名て.あった。このうち、ポ

リビアのグスタボ.氏は、翌年 2月にも 1週間、保存科学

等の特別研修を受けた。

文化庁の外国人文化財専門家招聴車業による来筋者 以

下の 3名の外国人研究者を招科 した。

①韓国から李健茂氏(1997年2月27日一3月5円):国立

光州博物館長で韓国の背鋼部研究の第一人者。過去にも

訪問経験があるが、最近のわが研究所の研究状況等につ

いて意見交換 し、 大阪市で韓国の青銅器研究など につい

てlWJ.i資した。

②アイルランド共和国からB.ラフテリ一博士 (1997年

3月81二1-3月23R):ダプリン大学考古学科の教授で、同

国で多くの低湿地追跡の発掘調査を手がけている。関西

を中心に問L11、九州、|を訪れて講演を'お こない、また精力

的に低j民地造跡の植物質泣物、追椛の研究、日本の有機

i立物の保存施設の視察ぞおこない交流を深めた。

③ドイツ からH.チンマーマン防士(1997年 3月18R 

-4月7日):ドイツ北部のニーダーザクセン州立沿海

歴史調査研究所の高IJ所長をつ tめる考古学者。北|政と日

本における指fl立柱建物の変避に関する比較研究のために

来日し、わが研究所と大阪で計Ytiiiiしたほか、各地て多く

の研究者と交流した。

国際学会への出席 以下の国際学会へ11'J!ffJした。発表 し

たのは10件、参加者は延21名である。

ヨー ロ γ パ物J1，J!.傑1j学会(ノ、ーク') /低i~U也遺跡。研究会(コペンハーゲ

ン)/文化111保存ザ'会ーIlC (コベンハーゲン ) / I~'j:物卸会議ー ICOM (エ

ジンパラ)/イi造物保(i-々 ・会(ベルリン)/京アジアの鉄器文化(:ノウ

Jレ) /綜I'~I!M砕ド許可♂会 (;1 ウ Jレ). ~~大ミE 神鐙シンポジウム(ソウ

ル)/アジア文化財保作セミナー(後m/シンポジウム段級と文明(奈

良)

以上のように、国際的な学術交流は、きわめて活発に

展開 しており 、その勢いは年々噌大する傾向を示してい

る(48-49頁参!被)。 しカ・し当研究所には、国際交流を専

門に担当する音11局や事務官が存衣せず、各研究者の負担

が11')しているのが現笑というはかない。 {工楽善通)

2. 中国社会科学院との第 2次友好共同研究

山・研究所ては、 円本古代者11械の訪日流を探るため中国 ・
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朝鮮における古代都城に対して大きい関心を寄せてきた。

その趣旨仁添っ て、1991年 6月に中国社会料学院考古研

究所 と当研究所の問で「友好共同研究議定書」をかわし、

都城を中心 とする共同研究を実施し、北貌治陽永寧寺の

共同調査な Eの成果をあげてきた。

1996年度、当研究所の特別研究予算として「アジアに

おける古代都城泣跡の研究と保存に関する研究協力」が

認められるとともに、「友好共同研究議定書」ぞ更新する

年度にあたった。それと本年度からの共同研究計画を確

認するため、田中所長 ・Inr田立 ・浅川滋男が北京に赴き、

共同研究をさらに 5年間延長する議定書に調印した。 6

月13日のことである。今年の中心テーマと して漢長安城

における宮殿遺跡、を発掘調査する こ1:1:し、 あわせて発

掘届けを国家文物局に提出した。しかし、中国側の事情

により、年度内には調査不可能と判断して、遼寧省考古

文物研究所との共同研究に変更せざるをえなくなった。

これについては 4.を参照されたい。

3.唐大明宮合元殿の保存整備事業への協力

ユえ、ス コ ・日本外務省が中国西安市に所在する大明宮

合元殿の保存整備事業につ いて本格的に着手 した のは

1994年のことであり、それにともなって 「大明宮合元殿

日中保存事業協力委員会」が結成され、当研究所から町

田が参加している。95・96年には中国社会科学院考古研

究所が整備に先立ち、追跡の範囲をほぼ全面的に発掘調

査した。1959・60年の第 1次調査では、合元殿基塩と東

西にそびえる闘楼の調査が中心であり、基壇の南に展開

する広場に想定した龍尾道と合元殿左右の泣構について

は、なお問題点が残されていた。今回の第 2次調査では、

これまで台基の中央部に 3本の龍尾道を想定したのは誤

りで、東西のl胡桜下に龍尾道が存在することがあきらか

になり、合元殿の左右に角楼 ・回廊があり、 北方からの

出入口として左右に門を聞くことがわかった。 また基台

の東には建築に用いた瓦J専類を焼いた窯跡ちみつかった。

何年11月 1目、西安市において「大明宮合元殿日中保

存事業協力委員会」が開催され、上記の発掘成果の報告

を受けると ともに、それに基づく遺構の保存整備案を検

討した。 この委員会では基壇上面まで、の復原整備という

点における共通認識に立脚するものの、発掘調査で不明

確な部分は復原せず、できるだけ現状維持の繋備に留め
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遼寧省文物考古研究所での調査風寮

ょう tする中国側委員の意見し造物が出土している欄

干などは積極的に従原すべきだとする日本側委員の意見

tが大きく対立する ことになり、再度整備案を模索する

ζ とになった。いずれにせよ、 97年度か らは本格的な整

備事業が開始する ことから、 ユオ、ス コは西安市制IJの整備

事業責任者である高本態氏を、 12月から97年 1月まで、当

研究所に派遣した。同氏は短期間ではあったが、平城宮

跡で実施している保存整備の実際を体験するとともに、

各地の実施例を視察した。また、 96年11月には日本に滞

在中の楊鴻日j氏(保存整備案の設計者)を当研究所に招

いて、 大明宮合元殿の研究発表会を聞き、 エIl.~成宮第一次

大極殿 と合元殿との深い関係が認識された。 (町田章)

4.遼寧省文物考古研究所との共同研究

日本 と中固との国際学術交流の一環として、 「来アジア

における古代都城遺跡と保存に閲する研究 一三燕都城

等出土の鉄器及びその他の金属総の保存研究一」という

研究課題で、中国遼寧省文物考古研究所と共同研究をお

こなう ことに なり、 3月10日-29日、日本側が現地に赴

いた。 まず、遼寧省文物考古研究所、朝陽市博物館等で

造物を調査・観療した後、これらが出土した三燕時代の

ラマ トン(吻JI碗j同)、十二台営子等の遺跡を視療した。 そ

の後、討議そ経て、今回のおもな研究対象となったラマ

トン追跡出土造物を中心に、f保呆

2徐察長袈~ 1:と実i測n即則IIJリJ，、 写兵撮i影惨をを?お こなつTた二。

ラマトン追跡は、遼寧省北票市にあり、大i麦河北岸の

東西にのびる丘陵の南斜而に立地する 3世紀末-4世紀

代の鮮卑族の墓地で、遺跡から大i変河ぞ約30km遡るし

三燕(前燕 ・後燕 ・二IUHO11寺代の者11城である竜城に至る。

三燕|時代の墓としては、前燕の恭事者11尉墓、北燕の話索

引;墓な Eが知られていたが、1993年以来の ラマトン追跡

の発掘は、最大規模のものであり、現在までに23基の墓

を発掘 し、 鉄製品 ・金銅製品 ・青銅製品等の盟富な副葬

品が出土している。出土造物の一昔11には、馬具の金銅製

透彫鞍金具、馬肉、技甲等、日本や韓国の 4-5世紀の



アンコール・ワット全景(北西力、らみる)

古地から UJ，土する造物と共通するものがあり、年代が先

行することから、 EI本や斡国の馬具 ・武具.の;ITRi斑を考え

るよて¥候補地のーっとなりうるものである 。 しか し、

両者の関係を解明するには、今後、問辺地域も含めた、

詳細な研究が必要になってくるであろう 。 (小林謙一)

5.雨アジア仏教遺跡の保存整備にl刻する

基礎的調査研究

この研究は ミヤ ンマー述邦文化省考古同 との共同研究

の 3年目にはいった。主 として研究者の交流をおこなっ

ており、本年は、考古!苛ノfガン研究所長アクン ・チャイ

を1996年11月19日-12月 3日まで、考古同研究員チョ

ワ ・ト ワ ・アンとミン ・ウェイの両氏を11月19日一1997

4三l月7EIまで招聴し共同研究をおこなった。 ここ では

寺院 ・宮殿の建築造;hYfの発掘方法について相互の意見守

交わ し、 飛鳥藤原宮跡発掘調査部において揃立柱の検出

や測量方法について、 具体例を前にして検討をした。今

後、南アジアにおいて木造建築の発掘が予恕てき、それ

に対応できょう 。

一方、奈文研から、 4者熊 ・巽 ・森本 ・村聞の 4研究員

が1997年 1月 7日一20日にミヤンマ一政J(;f考古局と泣跡

を訪れ、各地で意見交換をした。パゴ一、マンダレ一、

モラーミ ン、メッテラ 一、ノfカ、、ンなどである。 とくに、

97年カョら開始予定のマンダレ一地区パイレ村ミンザイの

古代都市跡は発掘計画段階から日本との共同研究の応川

が生かされている。パガン追跡群では、 当研究所の発:tkll

用具が脱され、現場て使)'I-Jされるなど、早くも学術交流

の一端があらわれている 。|到際共同研究として、理想的

な方向に進みつつある 。 (猪熊兼勝)

6. アンコール文化遺産保護共同研究事業

文化庁ては、海外での文化財保護に杭磁的に貢献する

こと を目指 して、さま ざまな施策を実行 している 。 その

一環として、伝統文化認を所管とするアン コール文化遺

産保護共同研究卒業が平成 5年度から始まった。アン コ

ール文化造産は、カンホ、ジア王国1:1-1音1Iの トンレサップ湖

北岸 に広が るクメ ーノレ王li!月の者11減と寺院を中心と する遺

跡群て¥東西25km、南北13kmの範囲に、約1000ケ所の遺

跡、がある。 そのうちの62ケ所が重要追跡 とされ、ユオ、ス

コの世界文化逃産にも登録されている。 なかでもアン コ

ール ・ワットとアン コーノレ ・トムは、東南アジア有数の

大泣跡である。本事業L:!:、アン コーノレ文化迫崖諸追跡の

保護に|掬して5共同で研究を実施する ことを主たる目的と

している。共体的に は以下の 6項目 に重点をおい

(1)追跡探査に関する共同研究 (2)追跡、追構の写真測

量 に関する共同研究 (3)石造建造物等の劣化対策に関す

る共同研究 (4)発掘調査に|刻する共同研究 (5)修復技術

および保存科学に関する共同研究 (6)広域追跡挺備に閲

する共同研究

各々の項討 について、n本から調査団をiJi¥泣し、現地

でカンボ.ジア人研究者と ~J毛布l して調査をお こ なうととも

に、 FI木にカンボジア人制究者を招明し、 当研究所を中

心に研{IJ;をお こなっ てい る。 (杉山 洋)
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1996年度

海外から奈文研への

主要訪問

研究者一覧

• Kyaw Tun Aung (ミャン?ー/考古

問ミャウ一文化逃i'ft支局面l局長)、Min

Way (ミャンマー/考古局研究員)1996 

年11月21日一1997年 1月10日文化庁招明

・AungKyaing (ミャンマー/考古同パ

ガン文化泣産支局長) 1996年11月21日

一12月3日 文化庁1mr時
・金 玉年(韓国/釜山大学校御物館学

芸士) 1997年 1月20日-2月9日

• Raftrey Barry (アイルランド/ダプ

リン大学教授)1997年 3月8日-3月23

日 文化庁招l隙

・越祭i斉 (総国/慶尚大学校博物館館

長)、柳 昌倹(同館学芸研究士)1997年

3月15日一 3月28日 奈文研招明

• Richard Evershed (連合王国/ブリス

トノレ大学総師) 1997年 2月27日一 3月7

日 奈文研招料

.Chhun Nak， Kinal Keo、ChanKanha ・W.Haio Zimmerman (ドイツ/ニー

-権鏡南(韓国/寧越工業専門大学主l!

築科助教授) 1996年 7J=129日-7月31日

・洪卒雨(斡国/国立文化財研究所逃

(カンボジア/王立芸術大学生)1997年 l

月8日-3月 28日 文化庁招料

・張 1洋喜、事11 J~ 、.!ji 11卒(中国 ・隙

西省!歴史博物館)1997年 2月3日一 3月

跡調査研究室学芸研究士) 1996年 9月 9 4日 奈文研招判

月一 9月30日奈文研抱月型 ・GustavoF.S. Larico (ボリビア/国立

・市11康問(中国/北京文物研究所)、斡 民族 ・民俗博物館)1997年 2月10日-2

僅|河(I-IJ国/那州大学文博:学院)、張従 丹 14 日 JAICA:t~W!}

寧 (.1:1匡1/山東省文物管政局) 1996年 9 ・張 国 林 、 万 欣 (1ド国/遼寧省文物

丹2日-9月9日 自治省-mllW 考古局)、謝飛(中国/河北省文物研究

・Kyaw00 Lwin (ミヤンマー/考古同 所長) 1997年 2J=118日-3月29日祭文

研究員) 1996年 5月201:1-11月20日 奈 TiJf招料

文日f招料 ・WII 建園、高立兵(中国社会科学院

-張 JE男、丁取鏑(斡匡1/国立度州、|

文化財研究所)1996年12月3日一1UI8日

・楊 鴻削(中国初会科学院考古研究所)

1996~1三 11 月 18 日ー 11 月 19 日

・日 本慾(中国/西安T巨大明宮追跡保

管所長)1996年11月21日一1997年 1月31

日 ユオ、ス コ招料

.Oorji WANGCHUK (ブータン/国立

博物館学芸員)、 VuI-Iuu Minh (ウeェト

ナム/フェ遺跡保存センタ一文化財専門

官)、 GustavoFelix Sunavi LARICO(ボ、

リビア/国立民絞 ・民俗博物館学芸員)、

J oseph Gazari SEINI (カ。ーナ/中央博

物館長)、 ArisIbnu OAROJAO (インド

オ、シア/博物館部展示謀長)、 Ali WA-

HEEO (モルディプ/国立博物fiW主任学

芸員)、 JosephLava KAIYO (ノfプア ニ

ューギニア/国立博物館アー トギャラリ

ー主任学芸員)、ShahrilBin Mohd SHAH 

(シンガポール/国立文化逃産同教育技

官、 T巴ndayiCHIPANGANO (ザ?ン ピ

ア/;レサカ国立博物館図苫:館吉]，.'1:)、 Fre-

drick Karanja MIRARA (ケニア/国立

博物館教育長) 19961FIUI 2 1:1 -1996年

12月 61:1 JAICA招I[努
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考古研究所) 1997年 2月16日-3月28日、

奈文研招鴨

・LyVanna (カンボジア/アプサラ助

手)、 SoSokuntheary (カンボジア/鉱

工業エオ、ノレギー省技官) 1997年 2月17日

-3月28日 文化庁招鴨

・李健茂(斡国/国立光:1+1博物館長)

1997年 2月27日-3月5日 文化庁招料

・王 小変(中国/隙西省考古研究所)

1997"F 3月7日-1997年 3月31日 奈文

初f:Ji白羽

・朱 岩石(中国社会科学院考古研究所)

1997"1三3月8日-3月29日 奈文研初勝

・楊 志寧(中医I/.[~拙江省文物管理局

高11局長) 1997年3月 1日ー3月 7EI 東

洋文庫招料

・1町 慰文(中国科学院古人類研究所主

任)1997年 3月20日-3月29日 文化庁

初判

・越 大昌(中国科学院滞防応、J羽生態研

究所長) 1997"1'-3月23日一 3月28EI 祭

文研招料

.V.Boldin、Y.Nikitin(ロシア/ウラ

ジオストック極東研究所) 1997年 3月9

日-3月12EI -'jtj'UI学院大学ml[!!}

ダーサγセン州立沿海歴史調査研究所副

所長) 1997年 3月18日-4月7日 文化

庁招料

1996年度

奈文研研究者の

海外渡航一覧

+西村 !夜 1996年5月4日ー 5月17EI 

/オランダ ・連合王国 「ヨーロッパ物理

探査学会出府及び研究調査J(文部省科学

研究費)

・沢田正1Ii'5'11E塚隆保 1996年 5月7EI 

-5月11日/中国「中国古墳控幽の総合

的調査と保存法の開発研究J(文部省科学

研究資)

+i系i謬芳樹 1996"F 5月18EI-5月21日

/斡国「聡園出土の無文土総11寺代泣物の

調査研究J

争問中 王家 ・町田 :4!' i支川j益男 1996 

年 6月121ヨー 6月16日/中国「アジアに

おける古代者11減追跡、の研究t保存に|具lす

る研究協力J (奈文研特別研究)

・キ1手山 洋 1996年 6月171:1-7月5日

/タイ「タイ国におけるクメ ーノレ陶器及

びその鍔跡の調査J (日本学術振興会)

・光谷拝j~ 1996"1'-6月30日一1996年 7

月6日/敵国「斡固における年輪年代学:

の調笠 ・指導J (大韓民国文化財研究所)

・4釘!間伝勝 1996年 7月 3日-18日/ぺ

J レー共和国 ・チリ共和国「南米、南太平



i学の石{象物調査」

・i美川滋男 1996年 7fJ 6日-7月21日

/中国 r'l'国県花江省における ツングー

ス系諸民荻住居の調査と資料収集J(住宅

総合研究財団)

・沢田正昭 1996:11三7月20日-7月24日

/中国 「唐代壁一回の保存修復のための資

料収集」

-臼杵 勲 1996年 8月 51=1-9FJ2日

/ ロシア「アムーノレ河下流迫跡一般調査」

・沢田正昭 1996年8月 9日-8 )117日

/アメリカ令衆国「陶磁t詩文化の交流に

|対する科学的研究J (文部省科学研究班)

・古尾谷知治 1996年 8月10日-8 fl27 

1:1/カンボジア王国 「ア ンコール文化治

産保護に|刻する共同研究J(文化庁特別研

究)

・高妻洋成 1996年 81'119日-8月25日

/'1'国「ニヤ収集木製品の調査J (文部省

科学研究費)

+沢田正昭 l凶99叩6年 8月2μ4E日1-9)月守 15日

/j述主令王国 .テデ、ンマ一ク 「文化jl財!吋オ折T保某干有7

会出際、 発表』

・西村康 199611三8FI 251:1 -1996:1ド 9

月1日/カンボージア王国「アンコ ーノレ文

化近藤保護に|剥するせた同研究J(文化庁特

別研究)

.i支川滋男 1996年 81'127日-9月 11:1 

/斡国「朝鮮半，(.-:i東南部における i'i民家

間査」

・加藤允彦 1996~1三 8 月 30 日- 9)14口、

10月l日-10月4目、 11月15日-ll月20

日、 12J'116日一12月18日/中国 「泣跡公

悶に設置する石像製作に係る石材訓査な

どJ (大宇陀町)

-佐川正敏 1996年 9月1日一12月151ヨ

/':1'国「中国旧石器時代の研究J (1'1*学

術振興会 ・中国科学院)

・町田 章 1996年 9月4日-9J"II71:1

/中国「中国選第省におりる追跡凝備の

指導J (国際交流基金)

-松井 i';f. 1996if-9月6日一 9月201'1

/デンマーク 「匡l際低湿地追跡研究会tlJ，

・沢田正昭 1996年 9月28臼ー10rll0日

/ ドイツ 「国際石造物保存会出}，¥';J 

・工楽普通 1996年 9月30EI-I0月12日

考古泣物の材質・製作技法にl具lする調査」

(文部省科学研究m
・木村勉 1996年10)一17 11-10月18FI 

/総匡1rアジアにおけるi!，代初減退跡の

研究と保仔に|具lする研究協力 J(奈文研特

別研究 ・ 人市rll\氏匝|文化財(I)f~tl好)

.)11越俊一 1996(01ニ10JH61:1-12灯15卜l

/イタリア ・フランス ・j主イヤ王国「凶 ヨ

ーロ ッバにおりるガラス生産巡;跡の逃物

の研究J (文告wti在外研究員)

+王国芳英 1996年10月17EI -10月2lEI

/幹回 「隣国内の追跡の調査 ・研究」

・工楽普通 1996::1'-10月241:1-10月271=1

/斡匡1r国際学術大会 〈京アジアの鉄総

文化)/_!'，)//;J (大林民国文化財研究所)

・木村勉 ・長尾充 1996'1三10FI28日

一l1J-19 1:1/ ドイツ 「雄造物保存修復の

思念t方法についての現地制守主J(文部省

不|三j合研究自)

.IlEt家除保 1996:11'.10月2811ー11月31:1 

/斡国 「水没，'1'，土木材の保存処理につい

ての研究調査J (国立海洋治物展示館)

・沢庇l正昭 ・村上 陸 ・市妻洋成 1996 

:11ニ10月311'1-1996{ドll)-I3 1'1/枠国「純

国保存科学学会/I'，J，wJ 

.IOT回:4f: 1996.1ド10月31[1-11月61:1 

/'1'国 「大Iリ17;'"合元殿務(i，治会議出席及び

アジア における古代者11城ill跡の研究と保

存に|県lする研究1ti，:JJJ (ユオ、スコ ・祭文研

特月IITI)f究)

.jWji額要一 1996'ド11月15日-11月19U 

/'1'匡1r追跡保{.?Ïi~i1+1状況調:tiJ

・杉山 洋 1996年11J'J 18 EI-11月231:1

/林国「国際学術大会出席及び研究調査」

(国立成州博物館)

・木村勉 1996iF-J1J'123円-12月8日

/ブータン「ブータンの!民火的建造物 ・

集落の保存のための現地調査:J(文部省科

学研究費)

・小野健吉 ・加藤兵二 ・小i撃 毅 ・品問

敏男 1996年12月9日-12月221'1/中国

「ア ジア における古代古11域jfi跡の研究と

保存に|英lする研究ItL!JJ(祭文研特別研

究)

・杉山洋 1996:1ド 11J~25 I:1 -12月 1 1:1 

/カンボジア「アン コール文化巡;産保護

に|民lする共同附先J (文化庁特別研究)

/ ドイツ 「ドイツにおける新石総l時代の ・沢田正昭 1996;1'.12月81'1-12月151:1

/中国「ι1'国古1M.!1亙lに|期する総合的調

査 1:.(呆ィ字法にl刻する共同研究J(文部省科

学研究資)

・猪1!~ ~剣勝 1996:11'.12月181:1-12月22日

/斡国「斡国における長鼓形7仕上貨の研究J

・高瀬姿ー 1996il~ 12 )'1 221こ1-12月30日、

1997年 2fl25日-3月 8日/べトナム

「ホイアン 円本人墓地修復に|刻する調査」

(文部行科学研究'LV

+猪熊兼JJ券 ・ ~~ì半-t!11 ・ 村岡地ー ・ 森本

普 1997'F 1 月7日-1月20日/ ミヤン

マー「市アジ、ア仏教泣跡の保有4を備にIY<I

する器能的調査研究J (奈文研特別研究)

・ 西村 康 1997$1~ 2月17E1-2月28B

/カンボジア「アン コーノレ文化i立産保ー設

に|刻する ~ '，問研究J (文化庁特別研究)

・沢III正1Ii:l.巽i￥-fll¥.肥塚隆保 1997 

dド2月24日-3J-IIR/アメリカ合衆国

rli旬織部文化の交流に|品lする共同研究」

(文部省科学研究m
・花谷清 19971.1'.3月4日一 3月17EI 

/カンボジア 「アン コールj遺跡の調査研

究J (文部省科学研究費)

・緒1m兼)勝 19971F-3月10[1 -3 Jil5日

/韓国 r1有アジア仏教逃跡の保存整備に

|民lする法俗的調査研究J (奈文句f特別研

究 ・匡liO変州博物館)

.æ ~l' 琢;・PIT田 章・毛利光俊彦 1997 

年 3Jこ1101:1-3JH6I:1/中国「アジア に

おけるi':;代都城追跡、の研究t保存にl民iす

る研究協力 J (奈文研特別研究)

・小林誠一 199711主3月10日-3 J"I23日

/同_I-.

・村上隆 199711三3月10日-3 J=1131:1 

/向上

.111J 幹雄 ・消野孝之 1997 :1 1~ 3月10日

-3 f129L1 /1司上

・寺崎保広 1997年 3J'II0日-3月16日

/中国 r1.1'国古境壁画に|刻す る総令的調

査と保{.7-d;に|県lする共同研究J(文部省科

学研究守政)

・金田l明大 199N'.3 J-I lOEI-3月29日

/向上

・西村 康 19971ド3月16日-3月22EI 

/アメ リカ合衆国 「陶磁君主文化の交流に

|刻する科学的研究J (文部省科学研究費)

本 ( )付き特記のないものは私資渡航
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